
 

令和８年度今治市下水道事業審議会 

 

 

１ 日時  令和８年７月 27 日（月）午後１時 30 分～午後２時 50分 

 

２ 場所 今治市民会館２階 大会議室 

 

３ 議題 １ 持続可能な下水道事業運営のための公共下水道計画区域の見直し 

（１）前回の振り返り 

（２）パブリックコメントの結果について 

（３）答申書（案）の審議について 

（４）今後のスケジュールについて 

 

        ２ 適正な下水道使用料のあり方について 

（１）下水道事業の現状と課題について 

（２）今後のスケジュールについて 

 

４ 出席者 

会長 森脇委員 

副会長 河上委員 

委員 髙野委員、大野委員、青木委員 

織田委員、森川委員、竹谷委員 

小野委員 

事務局 重松 上下水道部長  濱西 上下水道政策局長 

 守口 下水道業務課長 瀬野 下水道工務課長 

内野 下水道管理事務所長 

 下水道業務課職員 ５名  下水道工務課職員 ３名 

 

５ 欠席者 

委員    山本委員 



事務局： 

 （事務局からの冒頭挨拶） 

 

市長： 

 （市長挨拶） 

 （市長、公務の都合により退室） 

 

事務局： 

 令和８年４月１日付人事異動に伴う委員の退任及び就任を報告。 

 

J 委員： 

 （就任の挨拶） 

 

事務局： 

 （上下水道部長から順に自己紹介） 

  委員の内１名が欠席していることを報告 

 

会長： 

 本会議の公開の説明。 

 会議録の署名について、山本委員の代わりに大野委員を指名。 

 議題１（１）前回の振り返りについて 

事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 （前回の振り返りについて説明） 

 

会長： 

 事務局の説明について意見がない旨を確認。 

議題１（２）パブリックコメントの結果について 

事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 パブリックコメントの結果について、２名から２件の意見をいただいたが、それらの意

見による計画の修正はない旨を説明。 

 

 



会長： 

 事務局の説明について意見がない旨を確認。 

 議題１（３）答申書（案）の審議について 

 事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 （答申書（案）について説明） 

 

会長： 

 計画区域の見直しによって下水道の整備率が増えるが、100％に満たないため今後も整

備を続けるのか質問。 

 

事務局： 

 今後も整備を続け、整備率の向上を図ると回答。 

 

会長： 

 事務局の説明に、他に意見がない旨を確認。 

 議題１（４）今後のスケジュールについて 

 事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 （今後のスケジュールについて説明） 

 

会長： 

 事務局の説明について意見がない旨を確認。 

 会議内容の公開について、非公開とすべき内容がないため公開すべきと判断し、各委員

に了承を得る。 

  

 続いて、新たに市長より諮問された内容について、事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 （  諮問の趣旨」に基づき、諮問内容について説明） 

 

会長： 

 議題２ 適正な下水道使用料のあり方についての審議を開始。 

 会議録署名委員として、髙野委員及び大野委員を指名。 



 議題２（１）下水道事業の現状と課題について 

事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 （下水道事業の現状と課題について １.今回の審議内容と今後の進め方」、 ２.今治市

下水道事業の概要」、 ３.使用料改定検討の背景」、 ４.現在の経営状況について」の４項

目について説明） 

 

D 委員： 

 下水道使用料について、下水道の使用水量は上水道と同量で計算されているが、公共下

水道を使用していない場合の料金体系はどうなっているか質問。 

 

事務局： 

 市が設置する下水道を使用していない場合は、水道料金のみが請求されると回答。 

 

会長： 

 地下水を使用している場合の下水道使用料の計算方法について質問。 

 

事務局： 

 基本的には申告された世帯人数に基づいて使用料を計算していると回答。 

 

B 委員： 

 資料では下水道使用料の単価は横ばいと書いてあるが、グラフは増加している。増加理

由は何か質問。 

 

事務局： 

 下水道使用料は逓増料金制を採用しており、使用量が増えるほど単価が高くなるためと

回答。 

 

C 委員： 

 令和２年に下水道使用料を改定した時に、経費回収率の目標は設定していたのか質問。 

 

事務局： 

 経費回収率の目標は定めていなかったと回答。 

 

 



C 委員： 

 下水道使用料の改定率は令和２年の事例を参考にするのか質問。 

 

事務局： 

 過去の事例や他自治体の事例等も参考にしてご検討いただきたいと回答。 

 

会長： 

 他に意見がないか確認。 

下水道事業の現状と課題についての残りの４項目 ５.施設老朽化と更新需要」、 ６.こ

れまでの経営改善の取組」、 ７.将来の見通し」、 ８．まとめ・次回審議事項」について

事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

（  ５.施設老朽化と更新需要」、 ６.これまでの経営改善の取組」、 ７.将来の見通し」、

 ８．まとめ・次回審議事項」について説明） 

 

J 委員： 

 資料７ページ中央右側の更新所要額のグラフについて、長寿命化を考慮したものになっ

ているか質問。 

 

事務局： 

 長寿命化を考慮したものであると回答。 

 

J 委員： 

 ９ページ① 広域化」で多数の施設を将来的な広域化の対象としているが、これも含め

た金額を表していると考えていいのか質問。 

 

事務局： 

 表の上が維持管理費、下が改築更新費用で、合わせた金額が削減効果となると回答。 

 

C 委員： 

 下水道使用料改定の目標設定について、具体的にどう考えているのか質問。 

 

事務局： 

 目標設定として、現状維持、経費回収率 100％、その中間程度の３パターンを考えてい

る。また、施設の維持管理に係る固定費を賄える使用料体系についても審議してもらいた



いと考えていると回答。 

 

会長： 

 他に意見がないか確認。 

 今後のスケジュールについて事務局に説明を求める。 

 

事務局： 

 （今後のスケジュールについて説明） 

 

会長： 

 事務局の説明に意見がないか確認。 

 会議内容の公開について、非公開とすべき内容がないため公開すべきと判断し、各委員

に了承を得る。 

 次回の審議会について、事務局から説明された審議内容をもとに公開が適当であると判

断。各委員の意見を求めるも特に意見等がなかったため、次回の審議について公開とする

旨を決定。 

  

事務局： 

 次回、第２回審議会の日程について再度確認を行う。 

 

午後２時 50 分 閉会 

 


